
        

１７年度第３回金沢市介護保険運営協議会議事録要旨 
 
１．会議の期日及び場所 
（１） 平成１７年 11 月 30 日（水） 

（２） 市役所７階全員協議会室 
 
２．出席委員 
   ２２人 

３．報告事項 

(1) 地域密着型サービスについて 

(2) 地域支援事業について 

①事業概要 

②金沢市における介護予防事業 

                               ･･･････････事務局からの説明 

 

〈②に関わることについて〉 

（委員） 

・介護予防事業の対象者として、病院で治療を終えたばかりの方も考えられるが、

そのような方に対し医療経験のない指導員やボランティアがリハビリなどの行為を

すると事故につながる可能性もある。理学療法士の活用が不可欠と思うがどのよう

に考えているのか。 

 

（事務局） 

・ 介護予防事業の実施にあたっては、国は医師の対応が不可欠なものとして考 

えている。このことから、医師との連携、また理学療法士の協力も必要であると考

えている。 

 

（委員） 

・金沢市が考えている介護予防事業については、今まで行ってきた報告として 

とらえている。今後、事業の内容について、ワーキングで検討するものとして 

考えていいのか。 

 

（事務局） 

・今後、ワーキングで検討したい。 



（委員） 

・介護予防事業として、口腔機能向上があげられいることから、専門である歯科医師

会も協力していきたいと考えている。 

４．議事事項 

(1) 地域支援事業について 

① 委託法人について                    
②  地区担当区域について               

                               ･･･････････事務局からの説明 

 

（委員） 

 ・地域包括支援センターとしての業務量がかなり多いと考えられる。３専門職種そ

れぞれが業務に集中できるよう考えるべきではないか。 

 

（事務局） 

・今後、説明会等を開催して意見を聞いていきたいと考えている。業務量から３人で

は厳しいかもしれないが、成り行きを見守っていきたいと考えている。 

 

（事務局） 

・富樫、伏見台地区について、従前のお年寄り介護相談センターが地域包括支援セン

ターとなることを辞退したことからまだ委託法人が決まっていない。次回の運営協議

会の開催まで待って委託法人決定となると受託法人の準備期間が不足するため、富樫、

伏見台地区の事務委託法人の取り決めについて了承することをワーキングに委任す

ることとして承認をいただきたい。 

 

（委員） 

・地域包括支援センターを辞退した機関とその理由及び今後の見通しについてこの場

で説明すべきでないか。 

 

（事務局） 

・富樫、伏見台地区のお年寄り介護相談センターとなっている運営法人の都合で辞退

してきた。新たな事業所については、現在、調査中であるが近いうちに決めることが

できると考えている。ワーキングで富樫、伏見台地区の事務委託法人の取り決めにつ

いて了承できるようお願いしたい。 

 

 



 （会長） 

  ・ご意見、ご質問が出尽くした。 

   議事事項(1) 金沢市地域包括支援センターについて、① 委託法人について、 

② 地区担当区域について事務局の提案どおりとして異議はないか。 

 
   （異議なし） 

 
 （会長） 

 ・ 異議がないようなので原案どおり承認された。 

また、ただ今、事務局から提案があった富樫、伏見台地区の事務委託法人の取り 

決めについてワーキングに委任することとしてよいか。 

 
   （異議なし） 

 
 （会長） 

・ 異議がないようなので、富樫、伏見台地区の事務委託法人の取り決めについて 

ワーキングに委任することとする。 

 

(2) 長寿安心プラン 2006について 

① 骨子案について 

   ･･･････････プラン策定ワーキングチーフから説明 

② 基盤整備の考え方と介護保険料について 

                          ･･･････････事務局からの説明 

 

  （委員） 

・ 金沢市は施設整備率も高く、介護サービスが非常に充実している。地域包括 

支援センターの設置により、地域の高齢者への支援がさらに充実することが期待で

きるが、要望として、現場を支える職員の待遇についてもきちんとした配慮をお願

いしたい。 

 

  （委員） 

・ 特養の施設整備には、地域密着型サービスの小規模特養も含まれていると考 

えてよいか。 

 

  （事務局） 

・ その通りである。特養はユニット化することで、一部を併設あるいは地域の 

中に整備し一体的に運営していくことになると考えている。 



（委員） 

・ 介護予防事業についての質問であるが、口腔機能向上を担当するのは既存の 

事業者になるのか。 

   

（事務局） 

・ 介護報酬が示されていないため、事業者への説明はまだ未定であるが、既存 

の事業者に準備していただく予定である。 

 

（委員） 

・ 介護予防については、すでに実施しているところであるが、専門分野からの 

協力を得られることは現場においても非常に心強い。 

 

（会長） 

・ ほかにないようなので、「長寿安心プラン２００６」の骨子案について、原案の 

とおりとすることとしてよいか。 

 

（異議なし） 

 

（会長） 

・ 続いて、「長寿安心プラン２００６」の骨子案及び基盤整備と保険料について、

ワーキングの方から、今ほど説明した形で、市民フォーラムで市民の方に説明

し、ご意見を聞くこととしてよいか。 

 

（異議なし） 

 

（会長） 

・ 異議がないようですので、市民の方からの意見を踏まえ、真砂委員をチーフと 

したワーキングで「長寿安心プラン２００６」プラン策定を引き続きお願いする。 

 

（会長）  
・ 他にご意見がないようなので、以上で閉会する。長時間にわたり、様々な意見

をいただいたことに対し感謝する。 


